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鑑賞に関する資質や能力に関する目標の3項目に整理され
た。これは初等教育図画工作と共通であり、小中における
指導の一貫性がなされたこと意味している。
　学年ごとの目標は、第1学年と第2学年及び第3学年に分
かれていることは従来を踏襲している。第1学年の目標は、
「楽しく美術の活動に取り組み美術を愛好する心情を培い」
と示されている。ここでは「美術の活動に楽しく取り組む」
といった情意面に重きが置かれていることに着目する必要
がある。この点も小学校図画工作や幼稚園教育要領との一
貫性を重視していることが伺われる。
3　小学校・中学校学習指導要領と高等学校学習指導要領
における構造上の比較
（1）平成20年7月に文部科学省から出された中学校学習指
導要領の改訂の基本方針は具体的に以下のように示され
た。4）
ア 図画工作科、美術科、芸術科（美術、工芸）につい
ては、創造することの楽しさを感じるとともに、思
考・判断し、表現するなどの造形的な創造活動の基
礎的な能力を育てること、生活の中の造形や美術の
働き、美術文化に関心をもって、生涯にわたり主体
的にかかわっていく態度をはぐくむことなどを重視
する。
イ 子どもの発達の段階に応じて、各学校段階の内容の
連続性に配慮し、育成する資質や能力と 学習内容
との関係を明確にする。
ウ 創造性をはぐくむ造形体験の充実を図りながら、形
や色などによるコミュニケーションを通して、生活
や社会と豊かにかかわる態度をはぐくみ、生活を美
しく豊かにする造形や美術の働きを実感させるよう
な指導を重視する。
エ よさや美しさを鑑賞する喜びを味わうようにすると
ともに、感じ取る力や思考する力を一層豊かに育て
るために、自分の思いを語り合ったり、自分の価値
意識をもって批評し合ったりするなど、鑑賞の指導
を重視する。
オ 美術文化の継承と創造への関心を高めるために、作
品などのよさや美しさを主体的に味わう 活動や、我
が国の美術や文化に関する指導を一層充実する。
　小学校の図画工作科は、中学校の美術科と技術・家庭科
の技術分野の両方につながる教科であり、今回の改訂にお
いて、図画工作科と美術科は、育成する資質や能力を整理
し発想や構想の能力、創造的な技能などの系統性を踏まえ
て改善してある。表現領域において、図画工作科では、（1）
を「材料を基に造形遊びをする」、（2）を「表したいことを
絵や立体、工作に表す」こととして整理してある。このう
ち（2）が美術科の表現領域へ直接発展し、（1）は美術科
での表現活動を支える力となる構図と示されている。
（3）中学校「A 表現」の（1）及び（2）と、（3）の関連
　これまで内容領域によって構造化されていた中学校美術
の学習指導要領が、以下のように再編された。
A 表現
【発想や構想の能力】
（1）感じ取ったことや考えたことなどを基に発想や構
想する力
（2）伝える、使うなどの目的や機能を考え、 発想や構
想する力
【創造的な技能】
（3）形、色彩、材料を使い、描いたりつくったりする
技能
　今回の改訂でどんな力を育てるのかが 小・中学校を通し
て明確になった。思いに合わせて描き方や 描画材等を選ぶ
技能は共通であり、「A 表現」の（1）及び（2）の発想や
構想に関する項目と、（3）の創造的な技能に関する 項目は
それぞれ単独で指導するものではなく、（1）又は（2）の一
方と、（3）は原則として 関連付けて行うと示されている。
　以上のことから、図画工作科と美術科の教科目標に「感
性」という用語が共通して使われたことで、小・中の間に
より確かな一貫性ができたことがわかる。
（4）高校美術科の目標
　高校美術科の学習指導要領（平成21年3月9日告示）は以
下のように示されている。5）
美術Ⅰ
美術の幅広い創造活動を通して、美的体験を豊かにし、
生涯にわたり美術を愛好する心情を育てるとともに、
感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美
術文化についての理解を深める。
美術Ⅱ
美術の創造的な諸活動を通して、美的体験を豊かにし
美術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、
美術文化についての理解を深め、個性豊かな美術の能
力を高める。
美術Ⅲ
美術の創造的な諸活動を通して、生涯にわたり美術を
愛好する心情と美術文化を尊重する態度を育てるとと
もに、感性と美意識を磨き、個性豊かな美術の能力を
高める。
「美的体験を豊かにし、 感性を磨き」とは、見る、描く、つ
くるなどの具体的な目的をもって自然や芸術、建造物など
の美しさに触れる体験的な学習を通して、様々な対象や事
象からよさや美しさなどの価値や心情などを感じ取る力で
ある感性を磨くことである。
　「基礎的な能力を培い」とは、種から新しい芽が出て伸
びていくように、児童が自分自身のうちにある土壌（資質）
を耕す ように励ますという意図が込められている。
　「美術文化についての理解を深め」とは、美術を愛好す
る心情と感性を育て、美術の基礎的な能力を伸ばすととも
に、生活の中の美術 の働きや美術文化についての理解を深
め、豊かな情操を養うことを一層重視することを示してい
る。
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2章　幼稚園、小学校、中学校における具体的な比較
　これまでの研究で、幼稚園から高等学校までの造形教育
の理念が明らかになった。ここではいくつかの材料や表現
方法、内容領域を取り上げ、幼児と小学生、中学生の関わ
り方に関する共通性についてより具体的に考察していく。
1. 幼小中共通の材料としての「粘土」
（1）粘土の特性
　入園したての3歳児が、母親と離れ不安な思いにかられ
泣くといった状況は、日常的に散見される。このような場合、
保育士は幼児にそっと粘土を渡すことがある。泣きながら
粘土を触っていた幼児はいつの間にか泣き止んでしまった。
このような事例は特別なではない。粘土にはこのような気
持ちを落ち着かせる力があると考えられる。
　保育士はこのようなことを経験的に知っている。手を働
かせて粘土と格闘しているといつの間にかすっきりした気
持ちになるのは大人も子どもも同様である。粘土の魅力は
このようなところにもあると考えられる。
　人間は、触ることでそのものがどういうものかを了解し
ていく。乳児がなんでも口に入れるのは、食べようとして
いるのではなく、そのものがなんであるか確かめようとし
ている行為であることは周知の事実である。幼児期から中
学校高校に至るまで、粘土の教材としての大切さや魅力は、
主としてこのような触覚による感性にあると考える。
　触ることで確かめようとすることと共に、ものの形を変
えていくことも自然な行為である。砂遊びやどろんこ遊び
に興じる子どもの姿を思い浮かべれば納得できる。そして、
変えた形を留めておきたいという欲求が生まれるのもごく
自然なことである。（写真1）
　以上のことからわかるように粘土は自在に変化し、思う
ままの形に留めておくことができる素材として根源的な造
形欲求を満たしてくれる貴重な素材である。粘土を触わる
ことで、あたかも指先から発想が広がるように表現が深ま
っていく。
　粘土を使って作品をつくるそのたびごとに新しい発見が
ある。これは、粘土の中に発見する何かがあるのではない。
子どもたち自身が自分の可能性や新しいものの見方を、粘
土を通して発見していると考えられる。粘土は幼児のもの
でも、小学生のものでも、中学生のものでもない。幼児期
にやった活動だからとか、小学校で扱う材料だから中学校
では扱わないというものではない。繰り返すことで子ども
は自己を発見していくのです。粘土は幼児から大人まで、
何度でもいつでも触れながら活動することが重要である。
（2）小学校低学年の粘土の活動〜豊かな想像力に応えて〜
　真剣なまなざしで、一緒に遊んでくれる夢の「どうぶつ」
をつくっている。（写真2）この動物は、空を飛んだりみん
なにプレゼントを届けてくれたりするなど、この頃の子ど
もらしい豊かな想像にあふれている。この頃の子どもたち
は最初からつくりたいものがはっきりと決まっているので
はなく、つくりながらどんどん想像を広げていく。ここでは、
大きな背中をもった「どうぶつ」をつくっていたら、その
背中の上で遊んでいる自分をつくりたくなり、背中の上が
遊園地のようになっていった。このような事例は小学校低
学年で頻出する。6）
　このような子どもたちの豊かな発想に、粘土は自在に応
えてくれる。思いが広がり、さらにそこから発想を広げて
いくことのできる粘土は、幼児期から小学校低学年のうち
に十分扱う必要があると考える。
（3）小学校中学年の粘土の活動〜思いついたことが形に〜
　ダイナミックなオーバーヘッドシュートをしているアシ
カである。（写真3）これは小学校中学年の作品である。サ
ッカーが大好きな児童がつくったと考えられる。生き生き
とした体の使い方が印象的な作品である。7）
　この作品は、最初からこのような形をつくっていったの
ではない。まずアシカをつくり、手足を自在に動かしなが
らいろいろなポーズを楽しむことから発想を広げ、オーバ
ーヘッドシュートのポーズになったのである。小学校中学写真1　粘土を触る幼児
写真2  「想像したことが形になる素材」
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年の子どもたちがよく言う言葉のひとつに、「いいこと思い
ついた！」というものがある。この時期の子どもたちが持
つ豊かな創造力に裏打ちされた言葉である。
　粘土の可塑性はこのような小学校中学年の子どもたちが
持つアイデアに直接応えてくれる材料である。
（4）中学生の粘土の活動〜素材のよさを生かして〜
　中学生の生徒作品である。（写真4）バッファロー、犬と
いった作品を製作している。この時期は、小学生のような
多彩な想像は影を潜めている。しかし、モチーフとなって
いる動物の質感をよく生かしている作品である。8）
　中学校の生徒たちは、粘土を巧みに扱いながら自分の表
現を深めていく。指先と粘土が一体になったような感覚を
楽しみながら、表したい感じを表現していると考えられる。
このような活動は、これまで粘土を繰り返し扱ってきたこ
とが基礎になっているのである。粘土に長く親しんできた
からこそ、指先と粘土の一体感が生まれ、このような作品
が生まれてくると考えられる。幼児期からの体験の重要さ
を垣間みることができる。
2.　表現方法による比較
（1）幼児期、小学校低学年に見る表現方法の関わり方
　ローラーやスタンプなどをつかった写し遊びは、幼児か
ら小学校低学年にかけての子どもたちが好んで行う活動の
ひとつである。上記の写真はデカルコマニーを行う5歳児で
ある。（写真5）子どもたちは飽きることなく活動を続けて
いく。
　
　子どもたちにとってこのような遊びの楽しさとはなんで
あろうか。それは「発見の楽しさ」にあると考えられる。
絵をかく行為と違い、ローラーやスタンプ、デカルコマニ
ーは偶然生まれる形や色を見つけるおもしろさがある。こ
のような意外性が何度も試したくなる楽しさであると考え
られる。
　上の写真をみると、ローラーは転がすだけでなく、端を
使ったりステンシルのように写し取ったりするなど、様々
に使われている。子どもたち自身が、用具を使って形や色
を発見する楽しさを味わっている姿と捉えることができる。
　このような活動の他に、幼児や小学校低学年の子どもた
ちが好きな活動として、こすりだしやモノプリント（簡単
な版遊び）がある。どの活動も用具をつかって、形や色の
意外な発見を楽しむ活動である。
（2）小学校中学年における表現方法の関わり方
　　〜用具や絵の具で遊ぶ〜
　写真6は、絵の具を使って絵をかいてきた子どもたちが、
小学校中学年のときに多く実践される活動である。9）この
題材は、絵の具を「絵を描く画材」として扱うのではなく、
絵の具を「材料」として扱う活動である。つまり絵の具と
いう材料を使って、子どもが発見する楽しさを思う存分に
味わう活動なのである。
写真3  「思いついたことを形に」
写真5  「デカルコマニーを行う幼児」
写真4  「粘土の経験を生かして」
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　この活動において使う材料は絵の具だけではない。スト
ロー、ビー玉、発泡スチロールの破片、綿棒、スポンジ、
歯ブラシ等々身近な日用品が多く用いられる。これらを使
って子どもたちは絵の具でどんなことができるか楽しみな
がら発見していくのである。
　子どもたちはこれらの用具を使いながら、絵の具をスト
ローで吹いてみる、ビー玉に絵の具をつけてころがしてみ
る、歯ブラシに絵の具をつけてみるなど様々な方法を試し
ていく。まさに絵の具と用具で遊びつくすという印象であ
る。友だちと見せ合ったり、技を教え合ったりしながら、
どんなことができるのか話し合いながらさらに活動を深化
拡張していく。教師が思いもよらなかった方法を編み出す
小学校中学年の子どもたちのパワーには、驚かされること
も多い。
（3）中学生における表現方法の関わり方
　　〜技法の発見から表現へ〜
　画材を手に、なにかを描くことばかりが表し方のすべて
ではないことはこれまでの経験からわかっている。ドリッ
ピング、スパッタリング、デカルコマニー、ブラッシング、
フロッタージュ、ステンシルなどはすべて表現技法の名前
である。そして、これらの表現方法は幼児期から体験して
いるものも多くある。（写真7）
　これらの技法を駆使して生まれた芸術作品は数多くある。
ジャクソンポロック、サム・フランシスなどはその代表的
な作家と言える。中学校の生徒たちは、先人のこのような
表現技法を通して、芸術の幅広さや奥深さに魅力を感じる
と考えられる。10）
　中学校や高校の生徒に感じてほしいのは、このような芸
術作品のよさだけではない。この表現方法から、作者がな
にを感じながら表そうとしたのかを考えることが大切であ
る。それは、作者の表現方法のうわべをなぞったり真似た
りするのではなく、作者の感じ方に迫るということである。
そして、生徒自身がさまざまな表現方法を実際に体験する
ことで、作者の物まねではないより内面的な共感が得られ
るようにすることが大切である。
　中学校や高校の生徒たちは、さまざまな表現方法を試し
ながら芸術家の感じ方に迫るとともに、自分自身の今まで
の経験にも迫ることになる。ここでいう今までの経験とは、
幼い頃絵の具で遊んだ経験や、小学校のときに楽しんだ絵
の具と用具を使った遊びなどのことを指している。
　幼児期は、五感を駆使して思いつくままに用具を扱って
いた。しかし、中学校高校に通う時期になると、芸術家の
表現に触れ表現することから、ものごとの感じ方の深みを
味わっていくことになる。そして、幼児期や小学校時代に
夢中になって絵の具や用具で遊んでいた自分自身の姿を重
ね合わせることにより、表現することの重層的な味わいや
共通性を実感するのである。
　表現するとは、幼児も小学校も中学生も芸術家もその本
質は同じである。このような活動を繰り返しおこなうこと
の意義は表現する喜びを確認し続けていくことなのである。
3.　自然を基にした造形遊び
（1）幼児期の自然と関わる遊び
　幼稚園教育要領にも示されているように、幼児期では遊
びを中心とした教育を行うことが重要である。この写真で
は、芋掘りの後のつるを使って子どもたちが遊びを見つけ
て遊びを始めているところである。（写真8）
　このような遊びを中心とした自発的な活動は、小学校に
おいては生活科や図画工作の造形遊びで継承されている。
写真6  「様々な表現方法を活用した題材」
写真7  「技法と作家作品との関係」
（2）自然に対する小学校低学年のまなざし
　小学校の造形遊びを示した教科書題材である。（写真9）
タンポポをじっとみつめながら両手でそろえている女の子
がいる。タンポポの花をそろえながらどんなことを考えて
いるのであろう。何かをつくろうとしているのかタンポポ
の花の美しさを感じているのか定かではない。11）
　いずれにしてもタンポポそのもののもつ自然のすばらし
さや神秘性を感じていると考えられる。このような感覚は
むしろ幼い子どもの方が強く感じるものである。
　自然を目で見ることだけではない。この子どもたちが座
っている芝生のチクチクした感じとか、指先から香る草花
の匂い、ほおを伝わる風の感じなど体全体を通して自然を
あじわっていると考えられる。このような「身体が自然と
一体化するような感覚」は誰もが幼少期に経験することで
ある。
　学習指導要領で示されているように、体全体の感覚を使
って材料と友だちになるように関わることが、小学校低学
年の造形遊びで求められている。この写真の子どもの姿は、
自然材に対しどの子も指先を使って表しているように見受
けられる。
　しかし、先に述べたように、この子どもはこの場にいる
ことすべてを含め、全身で自然にひたりながら活動してい
るのである。なにかをつくるためというより、自然の中で
感じたことを表していること自体が、小学校低学年の自然
を使った造形遊びの価値と言える。
（3）自然に対する小学校高学年のまなざし
　深まる秋に小学校5年生の子どもたちが夢中になって落
葉を集めている。（写真10）ほうきで掃く音や落葉がこす
れ合う音が聞こえてきそうである。自然そのものと一体化
するような感覚を通して、小学校高学年の子どもたちも、
低学年の子どもたちと同じようにそのよさを味わってい
る。12）
　体全体で自然を味わっていること自体は、低学年と同じ
なのであるが、この写真を見ると、子どもたちがそれにと
どまらない何かを感じているようにみえる。この子どもた
ちは、落葉を意図的な形に積み上げている。これは低学年
の子どもたちが自然を「触る」感覚を楽しみ、味わうこと
を重視しているのに対し、小学校高学年の子どもたちは「視
る」ことも深く感じていると考えることができる。落葉と
落葉の重なり、そこに差し込む秋の光、柔らかな影など、
高学年の子どもたちはこの自然環境全体を「視て」いる。
（4）小学校高学年の自然を使った造形遊び
　小学校高学年の造形遊びは、学習指導要領において「材
料や場所などに進んでかかわり合い、それらを基に構成し
たり周囲の様子を考え合わせたりしながらつくること」（内
容Ａ表現（1）イ）と示されている。
　ここで大切なことは、場所を大きく材料ととらえ感覚を
働かせて活動する子どもの感じ方そのものである。いわゆ
る現代アート的な空間に対するインスタレーションをおこ
なえばいいということではない。低学年の時のタンポポを
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見つめていたまなざしが、そのままその場所全体に拡がっ
ていったのだということを忘れないようにすることが重要
である。そして、その子どものまなざしは中学校・高等学
校に行っても変わることはない。
（5）自然に対する中学校2年生のまなざし
　アンディ・ゴールズワジーやニルス・ウドの作品である。
その横には中学生が砂浜で大きな渦巻きをつくっている。
（写真11）この中学生たちは、ゴールズワージーやウドの作
品をコピーするように真似て、このような作品をつくった
のであろうか。もちろん、中学生たちはゴールズワージー
やウドに影響されたことに対して異論はない。しかし、彼
らは作品として影響されたことにとどまらず、ゴールズワ
ージーやウドの「自然に対するまなざし」に影響を受けた
と捉えたい。それは、幼い頃の自らの自然体験と重なり合い、
自身の価値観と重なり合いながら、よさや美しさを味わっ
ているのである。芸術家に触発された、自らの体験に基づ
くまなざしこそ自然を生かす中学生の活動のあるべき姿で
あると考えられる。13）
　中学生の活動であっても、自然に対し五感を働かせなが
ら感じたことを表すことは、幼児期や、小学校の子どもた
ちと全く同じである。ただ、その表現にはよさや美しさ、
調和といった社会的ともいえる概念が、生徒一人ひとりの
心に表れることも事実である。そこで芸術家のまなざしに
触発されるようなことも起こり得ると考えられる。
3章　結語
　これまで幼児期から小、中学校を中心に高等学校に至る
まで総括的に造形教育のあり方を検討してきた。それぞれ
の発達に合わせた資質や能力の育成という視点で造形活動
を捉えていることは、連続性のある指導として大きな意味
を持つ。
　造形活動は高校生が中学生より優れており、幼児が小学
生より劣っているというコンテキストで語れるものではな
い。造形活動においては、幼児に高校生が学ぶことや、中
学生が小学生と同じ目線で活動できることが特性を生かし
た価値なのである。
　今後は理念にとどまらず、幼児期から高等学校まで内容
的にも連携していきながら教育内容をとらえ直すことが急
務であると考える。
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